
特 集  力 を つ け る 帯 活 動
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（ 大 分 県 中 津 市 立 本 耶 馬 渓 中 学 校 ）

吉 永 早 紀 子

USE Readへ繋ぐ語彙習得
―単語クイズを使った4ステップ―

1．授業における語彙習得のあり方

　学習指導要領の改訂により，授業時数は 105 時

間から 140 時間，語彙は約 900 語から約 1200 語

となりました。授業時数が増えたとは言え，3 年間

で 1200 語を教え，その習得と定着を目指すにはど

うするのか，と常に悩むところだと思います。単語

に限らず，「先週教えたのに…」と，学習した内容を

覚えていない生徒の様子にがっくりすることもよく

あるものです。

　しかし，当然のことながら一度見ただけの外国語

を覚えられるはずはありません。それなら，覚えら

れるよう「出会う回数」を増やせばいいのではない

でしょうか。例えば，50 の単語を 6 回に分け 6 時

間かけて教えるのではなく，50 の単語を繰り返し

6 時間に渡り学習していくという具合に。ここでは

「定着は繰り返し」という視点から模索した「帯学習

としての語彙習得方法」をご紹介します。

2．NEW CROWN の構造を活かして

　NEW CROWN の教科書は，平成 24 年度の改訂

で大きく構造が変わりました。比較的短い会話や文

章から成る GET を終えると，USE Read と題し

た長文 （3 年生にもなれば 200 ～ 300 語）が現れま

す。従来の自分のスタイルで扱えば，文章を区切り

ながら数時間に分けて学習する授業でしたが，それ

ではUSE Readの良さを活かしきれませんでした。

　公立高校入試問題では，今や 500 語近い長文が

出題されます。「まとまった量の文章を読む力」が求

められ，そのためには語彙力が不可欠です。例えば，

3 年生 Lesson 7 の USE Read では，約 20 の新

出単語が導入されます。たとえ単語の意味調べを宿

題にしていたとしても，学習したばかりで発音も意

味もよくわからない単語が並ぶ中では，読解に大き

く躓く生徒が出てしまいます。語彙の習得・定着，

そして，生徒が「読解」に踏み出せるだけの語彙を

持って USE Read に臨めるようにしたい。そこで

行ったのが帯学習の単語クイズです。

3． 単語クイズを使った語彙習得の 
4 ステップ

　語彙習得の帯学習を単語クイズとして，4 つの段

階を設定します（①発音②和訳③英訳④英訳筆記）。

これは，ペア活動としてパートナー同士で採点し合

い，授業始めにテンポ良く 4 ～ 5 分程度で行います。

①発音の A 段階

　まずは，英語を見て正しく発音します。家庭学習

用に，50 語のカタカナ読みと和訳が載っているプ

リントを事前に配っておきます。単語クイズを始め

る数日前の授業で配り，数回だけ教師について発音

練習をやっておくと，たいていの生徒は事前に自分

なりの練習をしてきます。A 段階は，英語を発音す

るだけなので，難易度を見て60 ～ 70 秒で切ります。

②和訳の B 段階

　次は，英語を見て日本語の意味を答えます。「み

んな日本語話せるんだからできるぞ！」なんて声を

かけながら頑張らせると，「あーなんだっけこ

れー！」など，自分の記憶と闘いながら生徒は頑張

ります。ここからは，制限時間を 90 秒とします。

③英訳の C 段階

　最後は，日本語を見てその意味する英語を答えま

す。A 段階で覚えた発音，B 段階で一致させたその

日本語の意味から，一見難易度の高そうな単語でも

生徒は予想以上にスラスラと答えていきます。
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④筆記テスト

　C 段階を終えた数日後，50 問一気に筆記テスト

を行います。クラスの実態や生徒の学習段階に応じ

て，10 問ずつ，半分ずつなど区切ることもありま

すが，最後に筆記テストがあることを生徒に知らせ

ておけば，毎日の自学で生徒は練習してきます。

＜単語クイズのポイント＞

・ABC の各段階を，それぞれの段階での伸びが分

かるよう 2 回ずつ計 6 回行うこと

・スコアの変化がわかるように常に 50 点満点とす

ること，また，タイムを意識できるように 90 秒（A

段階は 60 ～ 70 秒）の制限時間を設けること

・教科書 USE Read の読解に入る頃に C 段階が

終わるようタイミングを合わせて行うこと

・ペアのスコア合計が 100 点満点になるようにし，

パートナーのスコアやその伸びもお互いに意識し

て高め合えるようにすること

・「前回の自分を越えること」が一番大切であり，周

りとの比較ではなく個々の「伸び」を評価すること

4．単語クイズ作成にあたって

　クイズの作成時，いくつか気をつけるべきことが

あります。１つは，50 問全てを新出のものにしな

いということです。レッスン毎に区切ると，50 問

全てが新出単語になることはほぼありません（前述

した 3 年生 L7 の新出単語は約 40 語）。新出単語に

加えて，既習の頻出単語や比較的覚えやすい単語な

どを交ぜておくと，生徒が学習しやすくなります。

　また，動詞はよく一緒に使われる目的語，形容詞

はよく一緒に使われる名詞などと合わせると，意味

だけでなく使い方も

学習することができ

ます。例えば 3 年生

L7 の USE Read

に は，‘I want to 

build a windmill 

c o m p a n y  t h a t 

provides energy 

to people across 

Africa.’という文が

あります。ここでは

windmill, company, provide の 3 つが新出単語

ですが，

① windmill → build a windmill（既習の動詞と）

② company → company（日本語でも耳慣れた単

語なので 1 語のままで）

③ provide → provide energy（目的語と一緒に）

といった感じで出題します。

5．単語クイズを行うタイミング

　3 年生 L7 を 9 時間計画で指導する際，学習内容，

帯学習，さらに，期待される家庭学習の連動は，以

下のような図で表すことができます。

＜授業＞ ＜家庭学習＞
学習内容 帯学習 音声 文字

① Lesson7 導入 単語クイズ配布
② GET1 文法 Step A ～ C 練習 筆記テスト勉強
③ GET1 Step A
④ GET2 文法 Step A 連動
⑤ GET2 Step B
⑥ Readプレ学習 Step B
⑦ Read ① Step C
⑧ Read ② Step C
⑨ まとめ 筆記テスト

　USE Read に入る授業あたりで単語クイズの C

段階を終えられるよう，逆算して帯学習をスタート

します。そうすることで，授業と並行して新出単語

を習得していくことができ，また，必要な語彙を備

えた上で USE Read の読解に挑むことができます。

6．おわりに

　単語クイズを始めた頃，ほとんどの生徒は「こん

なにたくさん無理！」と弱腰でした。しかし，「何回

もやるうちに意外と覚えられる！」「教科書がよくわ

かるようになった！」という声が次第に上がり始め，

活動が定着してきた頃には，5 分前に教室に入ると

ほとんどの生徒がブツブツと練習するようになって

いました。

　単語クイズを終え教科書に向かう生徒にとって，

新出単語は既習単語であり，「この単語わかる！」「こ

の文章の意味わかった！」という喜びや自信に繋が

ります。教科書から語彙を習得するのではなく，既

に習得した語彙で教科書を読み取る。英語「で」学

ぶ読み物としての教科書も，面白いものです。

【参考文献】
田尻悟郎（2009）．『（英語）授業改革論』教育出版．
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単語クイズ 採点用紙例

A1 A2 B1

1 will ～ ～するつもり □ □ □ 26 scientist 科学者 □ □ □

2 should　～ ～すべき □ □ □ 27 light 明かり □ □ □

3 understand 理解する □ □ □ 28 smoke 煙 □ □ □

4 travel in time 時間旅行をする □ □ □ 29 money お金 □ □ □

5 wonder ～ ～かどうかを知りたいと思う □ □ □ 30 field 畑 □ □ □

6 reuse 再利用する □ □ □ 31 library 図書館 □ □ □

7 recycle 再生する □ □ □ 32 bicycle 自転車 □ □ □

8 cause 引き起こす □ □ □ 33 project 計画、事業 □ □ □

9 cough 咳をする □ □ □ 34 company 会社 □ □ □

10 return 戻る □ □ □ 35 action 行動 □ □ □

11 change the world 世界を変える □ □ □ 36 young doctor 若い医者 □ □ □

12 study abroad 留学する □ □ □ 37 large country 大きな国 □ □ □

13 want to be a musician ミュージシャンになりたい □ □ □ 38 across Africa アフリカの至るところに □ □ □

14 find a way 方法を見つける □ □ □ 39 distant place 遠い場所 □ □ □

15 grow crops 作物を育てる □ □ □ 40 poor village 貧しい村 □ □ □

16 be interested in ～ ～に興味がある □ □ □ 41 local people 地元の人々 □ □ □

17 collect scraps 廃棄物を集める □ □ □ 42 whole family 全家族 □ □ □

18 buy things ものを買う □ □ □ 43 sure 確信がある □ □ □

19 reduce waste 無駄を減らす □ □ □ 44 such そのような □ □ □

20 provide energy エネルギーを供給する □ □ □ 45 finally とうとう □ □ □

21 make electricity 電気を作る □ □ □ 46 impressed 感心した □ □ □

22 use a candle ろうそくを使う □ □ □ 47 thanks to ～ ～のおかげで □ □ □

23 build a windmill 風車を建てる □ □ □ 48 want 人 to ～ 人に～して欲しい □ □ □

24 parent 親 □ □ □ 49 ask 人 to ～ 人に～するよに頼む □ □ □

25 both 両方 □ □ □ 50 tell 人 to ～ 人に～するように言う □ □ □

��　　 90 second �ui� � �tepA � B ��

 Class (      ) Name (                                      )

Partner's Name (                                      )

A���の��、B�������　～ �esson 7 ～

  ♪A1 First Try♪

     My Point :

    Pair Point :

♪A2 Second Try♪

     My Point :

    Pair Point :

♪B1 First Try♪

     My Point :

    Pair Point :
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